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研究成果の概要 

 

第二年次である 2024年度は主に以下の 3つの研究活動を重点的に行った。 

 

（１）ドイツ・日本両国における学校教師とのデザイン研究、データ分析、および論文執筆 

 フェーズ１の重要な研究活動の一つである、教室における AI 活用についての学校教師の意向

を調査するデザイン研究について、前年度から行なっていたインタビュー調査を継続した。日本と

ドイツ両国において実施し、前年度の２１件に加えて４件新たにデータを取得した。 

 

また本年度は、これまでのフェーズ１にて取得した日独学校教師のデータ (n = 25) と、本研究の

開始以前に取得していたドイツ国内の学校生徒とのインタビューデータ (n = 16) を分析する活動

にエフォートを注いだ。これらの約 40 時間におよぶデータを様々な手法で分析し、教師と生徒の

意見の対比、また日独の教師の視点の対比などを比較分析した。これらの分析によって得られた

知見を論文にまとめ、主要な国際会議への投稿を行なった [1, 2, 3]。 

 

（２）「多面的な生徒の自主性（multi-dimensional student agency）」の確立 

 本年度は、本研究の主軸となるアイデアである「多面的な生徒の自主性（multi-dimensional 

student agency）」の確立も目指した。具体的には、関連論文をもとに「教室内で AIを用いる際の生

徒の自主性」について概念的なモデルを提案し、国際学会への投稿を行なった [4]。 

 

（３）教師や生徒との協働デザイン研究の準備と取り掛かり（フェーズ２） 

 年度の後半には、ドイツと日本の両国で実施予定の協働デザインの準備と取り掛かりの作業を行

なった。具体的には、ターゲットとなる中学・高等学校への訪問と話し合いの機会を設け、ドイツで

２校、日本にて１校の中学、高等学校との協力関係を結ぶことができた。 
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